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1エッセ→

「私のしてきた母乳支援J

医療法人至誠会梅田病院

院長梅田馨

その 11，：、昭和 10年当時には、今でいう合

計特殊出生率が 5以上あったそうです。昨
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年、 11本ではその数字が 1.33と史上最低に 当院は、 1997年8月ユニセフとWHOより BHF

なってしまいました。 しかし、それでも当 （赤ちゃんに優しい病院）に日本で 7番目に認定 （ 

院では 3人4人と産む人がそんなにめずら されました。これが、認定証 （ピカソの母子像）

しいことではありません。ですから、昭和 です。

10年－当時は 10人以上産むお母さんもたく

さんおられたようです。

また、育児には母乳が当たり前と決まっ

ていました。そして山羊のおちち、牛のお

ちちへと進む前に乳母さんという役目に人

たちがいたのです。ですから、当然のこと

として、 人間は人間同士でやり くりしてい

た時代だ、ったのです。昔からおちちが出る

ためのおまじないや食べ物があり、今でも

いろいろと ,:4＂われていますので 、きっと昔

の初産婦さんも、授乳に対する不安は今の

お付さんと［μ1様にあったのでしょう。しか

し同聞には今と比べものにならないぐらい、

たくさんの母乳育児を経験した先輩たちが

おり、その人たちのUから出る言葉という

のは厄みも違い、説得力もあったのでしょ

うし、とくに不安がっている人にとっては、

本当に癒しのft柴になっただろうと想像さ

れます。

では、現在はどうでし 主う。 fおっぱい大

丈よ・？Mかあったら何でも連絡してね。で

は気をつけてJという退院の送り言葉に対

平成 9年 8月2目、キャピタル東急ホテルにてユ

ニセフのマンズール ・アーメッド氏より BHF  

(Baby Friendly Hospital）認定証の授与が行わ

れた。
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して、やっとママになった喜びと、なんと

か母乳でやっていけそうな予感？自信？か

らか f先＇t，頑張りまーす。おせわになり

ましたj とお別れするのですが、数日して

やってきたほ乳外来では、 fおっぱいが足り

ない.Jrおっぱいをいつまでも離さなしリ「す

くす也く 「おっぱいが張らなしリなど、そこ

には退院のときとは打って変わった、不安

と寝不足からくる日IJ人のような彼女がいる

のです。ふと、進う視線に気づいて目をや

ると、彼kのJiJ越しに店聞にしわを寄せて、

とがったJ社内をしたおばあさんの目にぶつ

かります。「お白ijが母乳、母乳とうちの娘を

たぷらかすから、車、のnJ愛い初孫がダメに

なりかけているじゃないかj とその目は語

っています。新米のお母さんが当院のよう

な母乳砦から出てすぐ会うきびしい言葉は、

やはり rll 1ているかj F足りているかj 「こ

のままでよいのかJIこんなにすぐ泣くのは

祉りていない証拠J赤ちゃんは飲む以外は

寝ているもの」と、どちらかというと本人

のほうが不公がっている矢先に、先輩から

そうい－われてしまうと二重のプレッシヤ｝

となり、さらに不安が募ることでしょう。
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ます。というよりも安心させ方がわからな

い人たちが刑えているのですら

こんなときに、アメリカのミルク式育児

の浸透のすごさを思い知らされます。決し

てアメリカの：m1.1を行うつもりはありませ

ん。アメリカでは、すでに母乳育児の大切

さ、 HG Uの大切さがわかり、さまざまな

手段を使って・生懸命舟乳育児をしており

ます。すでに、アメリカの母乳本と日本の

母乳率は完全に逆転してしまっておりますロ

悪いことを認め、良いことへ向かつて Uタ

ーンという変わり身の速さには頭が下がり

ます。残念ながら UA；では、母乳育児はま

だごく’i刊のマニアが行うことのようにと

られています。

息のところでもこの 30年一生懸命やっ

てきたつもりですが、振り返ってみるとな

んと空間りの多かったことか。そして砂の

上の徒競」じのようで、能率の恵さのみ思い

出となっております。ここで私のと ころで

やった舟乳の取り組みを振り返ってみます。

まず、 ｜｜仰1150午ごろより一生懸命母乳育－

9Gへ1111~ tて努ノJし始めたので、すが、初めは

乳業会社さんからの調乳指導とサンプノレミ

（ これを称して「こけてるチを踏んづける親J ルクのおみやげをお断りしました。そして

と巾しております。 退院後にもっとも関係のある保健師さんや、

ですから、やはり育児の理想は、昔のよ

うに問問の人たちが、ごく、うたり前に産ん

でごく吋たり tliiに合．てた経験を、新米ママ

にさりげなく伝えることだろうと思います。

そういう時代の日本は栄養失調も多く、食

べ物にはたいへん気を遣ったようでした。

現自は飽食の時代なのに、食べ物への気遣

いは依然としてたくさん残っておりますが、

肝心の安心して打児させてあげるほうへの

粕神的な気込もいがとても少なく なっており

一緒に仕事をしておられる母子健康推進委

員の方たちと交流をもっ努力をいたしまし

た。そしておないの努力が実り、光市全体

の母乳：.fミが i二がり、それを昭和 57年に新聞

で取り上げていただき、評価して下さいま

した。

そのころからは、お互いに自覚して歩み

始め、行政サイドとして保健師さんたちで

教室を開いたり、付手しの冊子を白分たちで

作ったり相談の窓uを作ったり 、訪問した

.'J 
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りと積極的に取り高ILんでくださっています。

また、当院も＆みjからやっていた週 3凶の

母乳指導を「サロン ・ド・おっぱし、j と改

め、お茶を飲みながら産後 3日目辺りの方

に母乳の話をしております。そして、昭和

59年 3月から、母乳告を出てからの新米マ

マを守るために、迎える側の祖父母に対し

て、その方たちがtrっていたミルク育児と

母乳育児の追いなどを、 JB p （ジジ ・パ

パ ・パパ）教室として月に 1回行っており

ます。

また、生後3週間の電話訪問、訪問看護、

そして空いているベッドを利用しての 「出

戻り母さんJは、退院したものの周開のプ

レッシャーや、思い通りにし、かない育児の

不安、不眠を解消してもらうためのもので、

「かけ込み寺jとしての効果もあげています¢

利用しなくてもあるだけで安心の人も多い

ようです。また、｛也院でうまく母乳育児が

し、かなくなった方たちも結構多く利用して

おられます。

したがって、その後は行政との共同作業

もスムースで、代ぷ的なものが光市制 50周

年の記念事業として始めた市をあげての

fおっぱい祭り J で、今年すでに第 12fEJ H 

を迎えようとしております。第 1回おっぱ

し、祭りのためにできた「おっぱい憲章j が

発展して、平成 7午 3)-j 24 Fl ＇光市議会？1~）

場ー致にて、光市が｜時界にさきがけて「お

っぱい都市宣ぎJをいたしました。これら

も、元はといえば、不安少なく安心してで

きる母乳育児の探境がっくりたかったから

です。

まだ道半ばですが、ボクシングのジャブ、

またはボディーブローのようなジワジワし

た効果は間違いなく山てきており、だんだ
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ん舟乳育児が進めやすくなってきました。

母乳育児にとって、乳業会社がさも敵の

ごとく言われるきらいがありますが、決し

てそうではないとおもいますJ 今の世の中

には、なくてはならない大切なもので、絶

対なくなってもらったら阿るものです。た

だ大切なことは、場合だろうと思います。

目の前の「かわいそうJのために赤ちゃ

んにミルクをやってしまうと、お母さんの

おっぱいは遠慮して出なくなってしまいま

す。すくなくとも、満期である程度の体重

で生まれた赤ちゃんは、入院中ミルクはな

しにしてほしいものです。「生まれて 30分

以内の初回授乳、 24時間以内に 7～8岡の

頗｜円l授乳、母子問主同床Jが、びっくりす

るほど母乳分泌を良好にします。この辺り

のご理解をいただき、赤ちゃんは当然生ま

れるもの、おっはいは当然でるもの、飲む

ものなのであることをわかってほしいと思

います。

自分の産んだ亦－ちゃんは、併の緒を切ら

れた途端、主役にしてほしいものです。自

分の産んだ赤ちゃんを是非信じてあげてく

ださい。そして皆さんは、名脇役として赤

ちゃんを立派な宇．役に仕上げてほしいと、

念じてベンをおきます。
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断入会員紹~

<B会只＞

梅田病院小児科

池口弘一（こういち）先生

生年JHl A(j和32年 2月 16日

本籍 北九州市小企

出身校 熊人大学（昭和 63年卒）

診療科n 小児科

主な職限

昭和 63年熊本大学発達小児科

平成；ciド 大手町病院小児科

、ド11X.3 ｛ド 榊版記念病院小児科

平成 5'rf 熊本大学発達小児科

'P-J& 6 11~ 制岡市立こども病院

、ドf1X.9イド 大手町病院小児科

平成 16'rf. 梅IH病院

平成16{: 1月1日付けで梅田病院勤務と

なりました。熊本大学発達小児科に入局後、

自らの希望で先天性心疾患を中心に研修し

てきました。福陶こども病院時代には様々

な難治性心疾J皆、の店、児や未熟児が救命され

る宵・びと、まれに不幸にして亡くなる悔し

さとを経験し、人の死を診ないで、すめば等

と不均なことも与えました。その後、その

甲斐あってか？天罰か？一度研修医時代に

大学から派ill＇されたことのある北九州の大

手町病院という救急病院に転勤が決まりま
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した。そこは小児救急という現場で、あま

り診ることもないはずのインフルエンザ脳

症の心肺停止などにもt1fj＂遇し、嫌いなはず

の教；包 i〔のサイレンが特別でない生活にも

少し慣れたところでした。そんな折、今回

梅問院長からお訪いがあり、喜んで、やって

まいりました。単身赴任ですが、院長先坐

を合め奥械や職Llのノゴ々にも優しくされて

とてもJぶまれた環境に感謝しています。今

までは搬送される病院にいましたが、これ

からは鰍送するタイミングを誤らないよう

心掛けるつもりです。大先輩の下村先生か

らいろいろと教わりながら微力ではありま

すが、地域に役、7：つ小児科医になりたいと

思いますので、ご指導、ご鞭健の程よろし

くお願いいたします。

梅田病院産婦人科

月間美喜（みき）先生

生年月打

本籍

AH和 46.!£ 2 J-J 27日

大分以1!1ilt市

柄。

tl.l拡校

診療科目

主な職1摂

愛阪大γ：（、ド成 12年卒）

産婦人科

平成 13｛ド愛媛大学産婦人科

今年 1月より梅田病院で、勤務することに

なりました。

愛媛大中医学部出身で、人局後約 2年半大

;; 
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学病院で働いていました。初めての転勤で

す曜大学と個人病院でいろいろ違うことが

あり、 戸感うこともありますが、少しでも成

長できるよう努力したいと思っております。

ご指碍、ご鞭挫のほど、よろしくお願い申し

上げます。

光中央病院外科

鈴木一弘（かずひろ）先生

生年月日 昭和 35年 10月7日

本符 愛知県西尾市

出身校 山u大学（昭和 62年卒）

診療科II 外科

l:な職歴

昭和 62年山u大学第一外科

日付和 62"1' 

日日和 63句t

、Iえ成元年

平成2年

、l三成4年

平成6年

済生会111口総合病院

山u県立中央病院

111 u大学付属病院

宵城県立瀬峰病院

宇部記念病院

米国ワシントン大学

リサーチフエロー

zr；足後：11fJ 1大学第－外科に入局し、以後

一般外科、胸部外科、心臓血管外科を専攻し

てまいりました。今凶光巾央病院に勤務す

るがになり、微力ながら地域医療に貢献し

たいと吟えています。よろしくお願いいた

2004.2 

します。

新日本製織株式会社

ステンレス事業部光製銭所診療所

加藤滝治郎（たきぢろう）先生

生年月日 昭和 50年2月 27日

本籍 長崎ぷ佐世保市

出身校 庭．業医科大学（平成 12年卒）

診療科目 内科

主な職問

、v：成 12{J三 産業医科大学呼吸器科

平成 13f下新υ鍛八幡記念病院

平成 14年産業医科大学呼吸器科

rpg業医学、 予防医学J

はじめまして この度、光市医師会に入

会させていただくことになりましたので、

ご後拶巾しとげます。1所には平成 15年 6

月 1日より、 r産業!Kjの名のもとに、赴任

いたしました。「産業医j という名称は、少

しずつtitに広まってきている（？）と思い

ますが、私！ま北九州の産業医科大学を平成

12年に卒業しました。I産業医を輩出するj

という大学）j針のもと、新日銀に縁あって、

働かせてもらうことになりました。「産業医

って？と思われる方も少なくないと思い

ますが、私も実践として初めてであり、手

探り状態というのが実情です。実際の職務

としてわかりやすい例を挙げますと、近年
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流行のメンタルヘルスで就業対策を行った

り、現場のパトロールに行ったり、といっ

たところでしょうか。

さて、、•1 診療所は会社の中にありながら、

一般にも門戸を開いており、診療・処方はも

ちろん、他珍のための種々の検査、インフ

ルエンザ （＇IVi十産相咋を行っております。自

分はまだまだ、医師そのものとしてのキャ

リアがイミ I・分ゆえ、関係者皆様方にご迷惑

をおかけすることもあろうかと思いますが、

何卒上ろしくお願し、致します。

大間病院精 神 科

藤田淳郎（じゅんろう）先生

1 1~午H J:I 

本探

出身校

診~11-H R 

主な職耶

ll｛｛和 22{f 12月 7口

広品以御ldm郡

:fiE良県立医大（昭和 50年卒）

梢神科

A({fll 52 "r: ~IJ r.1県立中央病院

昭和 54年宮崎県立富義国

間手u57 ~f 宵附ーツ瀬病院

平成 13年ふじた心療内科クリニック

この度、紋あって大田病院に精神科医と

して勤務することになり、それに伴い光市

医師会に入会させていただきました。

布、の経ntは、件ir.fi、医師がたどるコース

2004.2 

の逆になっていますe 大学卒業後、大学病

院や県立病院に少し勤務しましたが、 34歳

で 85床の村神病院を開業（宮崎県）しまし

た。そして、 52歳の時にはその病院を譲渡

して、今度は無床のメンタルクリニックを

開業したのですが、開業医のハードさに弱

者をII上き昨年 11}jより勤務医になった次

第です。しかし、！!IJf~［宍だから楽かという

とそうでもないようです。過渡期といわれ

ている（20イ｜叶fjからずっと過渡期なのです

が ・・ ・）柿神医療です。入院医療、外来、

地域医療、制祉活動など精神医療は一人の

｜民主がMでもやらなければなりません。

“もう打くはなL、”とつぶやいていたの

ですが、もう・度、初心にかえって精神科

医として励みたいと思っています。 よろし

くお願い申し｜：げます。

光中央病院整形外科

杉基嗣（もとつぐ）先生

生年月日

本籍

出身校

診療科目

Eな職mそ

llfHll 25年 10月 5円

悩問di

山｜｜大学（昭和 52年卒）

位形外科

昭和 53年 111 r l大学付属病院

昭和 53年 [14立浜田病院

AH利 55年 liH.1労災病院

昭和 55年愛媛労災病院

昭和 60年 RoyalChildren’s 

Hospital, Australia 

昭和 61｛ド此ヶmi幣肢学閤

7 
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｜平成 16年 2月度定例理事斜 資料 I 参議院選挙対策本部会議

（兼清）

日時：平成 16年 2月 10Fl （火） 19 : 30～ 円時：平成 16年 1月 8日 （本） 15 : 00～ 

場所：光市医師会事務局 場所： Y，~I災師会館

議題： 〈会議次第〉

J .報伴！J五！fl

①参議院選不対策本部会議

(l/8：前回会長 ・兼清理事） 資料 1

②同l布地域救急医療対策協議会

(1/15：前回会長） 資料2

③閑l災の集い一第4夜一

(l /21：前回会長 ・河村理事）

①都市医師会医療佑報システム担当理事

協議会（1/29：佃理事） 資料3

1.開会

2.委！l長候修

①院政活動の1TC虫；，N

②よりよい｜民械のために意見を出す必要

がある。

③選挙結果、何票とるかが重要であり、

発J力をもっためには、高得票が必要。

｜実師会の組織力が問われる。

⑤光市社会福祉協議会評議員会 3.協議事項

(1/29：前開会長） 資料4 ①参議院選准への取り組み

＠広域予防接種運営協議会

(2/5：河村用事）

⑦結核臨床研修会

(2/8 : ~史的理官）

II. 協議 ・ ／同.~， ·ド頃

①2月皮J1例会と，、戸術講演会

（前回会長 ・山本理事）

②第 109lfiJ周南医学会会計報告

資料5

資料6

（藤原理事）

②商品英利候補激励会故びに後援会組織

づくり

③投烹は7JilllJ u本医師会としては

100万票を｜｜際としている。

④）丙品英平｜｜候補ホームページの活用

http://www. nishi iimahidetoshi. net 

⑤後俊会への人会促進

⑥文援｜什体との連携

支援団体と述携しながら取り組む。

2月k旬 文援｜吋体との連絡会議の開

催

⑦激励 ・決起大会等の開催

支経団体と11（携し、激励大会、決起大

会等を開Hi¥

郡市医師会でのミニ集会を開催

両島~,fl）候補の激励大会

(4月 18l i予定） 111口市

〈
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資料2 周南地域救急医療対策協議会 お伝えいただきますようお願いします。

（前回）

日時ソ！とfl支16{f. 1月 15日（木） 15 : 30～ 

弱所：周i布市徳山健康保健センター

議題：監’I~のli.i援について

その他

資料 3 郡市医療情報システム担当理

事協議会 （佃）

日時：平成 16｛，~ 1月29日 （木） 15: 30～ 

場所：山u県医師会館

〈会議次第，

1.あいさつ

2.全国医療↑！？報システム連絡協議会報告

3.都道府県医師会情報システム担当理事連

絡協議会

4. 111円県医療情報ネットワ｝クシステムの

進捗状況

I.あいさつ （東良輝常任理事）

今nは全同医療情報システム連絡協議会

の報告と都道府県医師会医療情報システム

担吋用事述絡協議会報告をします。もう一

つは山口県医療情報ネットワークの進捗状

況を説明します。

医療w報ネットワークは、山口県が独自に

ほかの県に先駆けて作ったブロードバンド

ネットワークです。これは県の医療情報理

事会として故＿iR要課題として取り組んでい

るところです。これを運営するに当たり医

療機関の参加が不ロI欠で、今日の協議で皆

さんのご珂l仰をいただき、会員の皆さんに

2.全国医療情報システム述絡協議会報告

（吉本正博理事）

昨年平成 15年 10月 18日， 19日に岐阜県

で開催されました

メインテーγ は「ブロード、バンド時代の医

療機関述悦j

特別講演は「次世代型屯下カノレテシステムJ

基調講演は「以生労働省における医療情報

化への取り組みの近況J厚生労働省医療技

術情報推進宅長｜期英ーさんからの報告。

テーマ報~If として IT先進県、愛媛県、山

形県、岐阜県の県内における医療情報ネッ

トワークの報告がありました。

3.都道府県医師会情報システム担当理事連

絡協議会 （吉本正博理事）

平成 15年 l1 n 26 LIに開催され、 この会

議ではテレビ会議システムとORC  Aの進

捗状況についての話がありました。

前者はr1I英と都道府貼がNT TのBフレッ

ツ綱を使って会片協議会、各稀担当理事連

絡協議会、事務）μJ長会議をはじめとする各

種U医内委日会をテレビ会議システムで行

うことを企凶iしています。

ORC Aについては、導入済みは 377件、

導入作業山 25・1件、導入を検討中が 372件

ですe今年度111には導入済み 1000医療機関

を口標にしています。

4.山仁lY， ~f長療fi'i報ネットワークシステムの

進捗状況 (NT Tデータ通信代表者）

今年 lJl 20刊より’ド部市医師会、小野田

市医師会、〕ミ祢iij医師会、厚狭郡医師会で

運用の汗佃iを行っている。来年度は下関医

.9 
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師会、防府 ・徳山医師会、府同市医師会で

ワーキンググループ、を立ち上，fていただい

て、さらに検討を加えていただこうと考え

ている。

構成は凶つのシステムからなり、

①広域災宮 ・救急医療情報システム

②医療i：主携情報システム（！.D、者紹介 ・逆

紹介、症例カンファレンス）

③｛昨地医療情報システム（僻地医療情報、

代診医情報、巡問診療情報）

2004.2 

の選任案について

議案第 3~｝ 社会福祉法人光市社会福祉

協議会給与規定の一部改正

について

9.報告事項 ：

報告第 l号光市 ・大和可合併協議会協

定項目の進捗報告について

10.閉会

＠地域リハビリテーション情報システム 資料 5 広域予防接種運営協議会

（介護予防、在宅ケア的報、住宅改修そ （河村）

の他共通システムの中にはI.l.＂・資料室（今 日時 ：平成 16年 2月 5日（本）15 : 00～ 

日の診療など）、情報連携定（メーリングリ 場所 ：山uMl反師会館

スト、グループウェプ、テレビ会議）など

がある。 1.予防接積広域化の請求 ・支払？舌システ

ムについて同保連合会よりシステム説明

があったが、手数料（システム構築料 ・

資料4 光市社会福祉協議会評議員会 機械導入経貨）などで一件あたり 110～ 

（前田） 150円の追加となる。

日時 ：平成 16年 1月 29日（本） 13 : 30～ 光r行としては

場所 ：Ytr1 j総合福祉センター ①現布十分良好に稼動しているのに

新たな年間 100万を出すことに抵

1.開会 抗がある。

2.市民忠市唱和

3.新評議員紹介

4.会議資材キ審査

5.会長挨妙 10月 4日合併j朝日

6.議長選II¥ 増本住治氏

7.議事録署名人指名（2名）

8.協議事羽 ：

議案第 1号社会福祉法人光市社会福祉

協議会任期満 fに伴う理事

の選任案について

議案第 2~－ 社会福祉法人光市社会福祉

協議会任期満 fに伴 う監事

②支払いまで2ヶ月かかり、その聞の

問い合わせに対応できない。

以上の理1-1~ で反対する。

2.児童 .＇＋；徒の、二種混合、 n本脳炎の広

域｛ヒを平成 17年度までに実現したい。

3.個別標準料金の消費税については、今ま

で、ワクチンのみに 5%を乗じていたが、

来年度よりワクチン接種料金の全体に

5%を乗じるものとする

・1.次年度、3回程度の会合を予定する。
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資料6 結核臨床研修会 （兼清）

日時：平成 16{f-2J-.18日 （日） 13 : 00 

場所： i耳，・，：療長所山陽病院

＜研修内容＞

I.開会技拶 ｜叫立療養所山陽病院

院長中間太志

2.研修会

座長：｜両立総長所山陽病院

話lj院長竹山博泰

① JlJ w Yr~における結核の現状と対策

JiJ 口県健康福祉部健康増進課

課長 前回光哉

②結核診断のすすめ）j

自立療長所山陽病院

白lj院長竹山博泰

③抗酸菌検査の現状

問。：療養所~ I I陽病院

臨床検査技師長堀和美

3.特別講演

雌長：同カ：療長所1111場病院

院長中間太志

『糖尿病と結核』

凶立療養所千葉東病院

副院長 fl I岸文雄

4.閉会挨拶 国立療養所山陽病院

自lj院長竹山博泰

2004.2 

山陽病院人り円

研修会

窓、の外は海

／／ 
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①山口県における結核の現状と対策 前田光哉

平成 1・1年中の以口県における新登録患者について

I. 概況

(1）平成 14tp.中に新たな結核患者として登録された千千は・195人で、対前年比2.5%、

12 人のi杓となっている（非定型抗酸街陽性を除く と •IOI 人、対前年比 11 人増）。

なお、千・fl比11年の全凶新登録患者は32,828人（前年比 2,661人減）で、 3年連続の減少

となったが、その減少率はやや小さくなった。

活動性肺結核j心者は、 329人で、新登録患者全体の 66.5% (1ド定型抗椴菌防性を除くと

82. 0%）となっており、そのうちl落疾塗抹陽性忠者は 167人となっている。

I 0 a. ~ ~· u隼・ u竿・ 131隼. 14隼・

｛間帯は非定型銑・・・性を齢、た巌字

2. t'I：：別 ・4刊愉矧Jll管級

新~~録fJJ-ITを性別で見ると、 例午－の傾向と同じく、ド成 I t! ii：.においても男性は友性より

がJI. 7 fl}多い。

新·~~録j心者を午齢別で見ると 、 年齢が高くなるにつれて忠イ骨抜も増加し、 50 議以上で

は、新設録忠者全体の 83.3% (334人）を占めている（前年比 29人情）。
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3. 催患率

平成 14年の，躍店、本（人U10万対）は 32.6 (JI：定型抗酸菌陽性を除くと 26.4、対前年比

0. 8増）で、前年より 0.9増加している。

（平成 14年の全同平均は2.3の減で29.・l、非定型抗酸菌陽性を除くと 2.lの減で25.8)

44-.0 

42.0 
40.Q 

3S.O 
36.0 
34.0 

32.0 
30.。

図4犠患率の推移

7年 8年 9年 10年 11年 12年 1a年 14年

4.発見方法別（活！日庁＇£ttrli結争点患者）

新登録活動性肺結骸j心者は、医療機関で発見される者が一番多く、全体の 81.8% (269 

人）を占め、定期健保診断で発見された患者は 12.2% (40人）であり、前年より 0.8% 

減少した。

く表E 新登録活動性肺結核患者の発見方法〉

儒Bil
定期健康診断 定期外健康診断

医疲
総数 健康 職場

家族 その他
機関 その他 不明

診断 学校 住民
等

業態 受診

329 。。13 27 3 5 3 26~ 9 。
百分率 0.0 0.0 4.0 8.2 0.9 1.5 0.9 81.8 2.7 0.0 

5. 職業別 ・排尚有無別 ・新登録患者（肺外結核を合む）

保健 小中
， 

総数
接客

関係
教員・

学生
高校

その他の職業 不明
業など

等
医師

等
生等

事疾塗捺陽性 170 3 4 。。。162 1 

その他 231 5 7 2 。2 213 2 

計 401 8 11 2 。2 375 3 

6.新登録有症状肺結核忠J干の初診から登録までの期間

新設録患者で、店状をイiしていた肺結核店、者Ii:、)Jili結核患者全体の 67.2% (221人）であ

1.1 
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った。

初診から登録までの朋！日lは、 1ヶ月未満が最も多く 76.9% (170人）で、 3ケJJ以上6ヶ

月未満は 3.2% (7人）いた。

また、 6ヶ月以上経過した者はいなかった。

く表3初診から登録までの肺結核患者（有症状者）〉

総数 1ヶ月来満
1ヶ月以上 2ヶ月以上 3ヶ月以上 6ヶ月

不明
2ヶ月来満 3ヶ月宋満 6ヶ月未満 以上

221 170 34 10 7 。。
百分率 16.9 15.4 4.S 3.2 0.0 0.0 

7. 登録時の菌検査の状況

平成 14年中の肺結核忠者は329人で、筒陽性は 226人（68.7%）であったA

8. 治療状況

留5 官官検査の状況＼329人中）
その他

3.0’h 陰性
28.3'1. 

その他結核葡
陽性

l 7.9'.I‘ 

噂疲塗抹陽性
50.8¥ 

肺結核患者 329 人のうち、 I~H • RFP • PZA と附又は S~I の 4 剤併用は 1'11 人（42. 9%) 

であり、その他の l~H • RFPを合む3斉lj以上併：JTjは HO人（12.6%）、I¥11及びRFPの2剤併

用は 29人（8.8%）で、あった。
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1116活動性麟舗事由首．色｛226人事｝
その他

<l.9‘ 
l:'llH.RFP 

その他S 2.1‘、
剤以上
｛酎 i,R:'-;
P他） ¥ 
42.fJl 

4M 
(INH.醇

I P,P払 εi
8又は i ! 

SM> I i 
師、空気 I i 

②結核の診断の進め方 竹山博泰

l. 結核の診断の進め）j

a）どんな時に結核を疑うか

霞7部開anet稲 川 ｝

(CNH.RF 

その他 _P.P日.E
T.B’h ! B又は

I SM) 

26.2‘ 
その能3
剣以上
(INH,.RF 
P也〉

43.7‘ 

集同発午 ・｜坑内感染（早期診断 ・早期治療）←診断の遅れ

初期症状が純度，進展が緩慢

排菌者の接触者検診を充実

長引く咳

診断が中々確定しない肺炎等

治療効果が十分得られない症例

ステロイド‘ホルモン投与

糖尿病（好中球の殺菌能↓）

b）どのように検針を進めるか

胸部単純Xー ・J>

日客疾 ・胃液の抗酸荷主主抹

胸部CT

曜夜培養， PCR

胃液検査

気管支鏡（TBL日lこて病岬

ツベ／レクリンf)(f,ぶ

特徴的な画像所見あり

様々な画像所見をとり得る

明らかな異常を認めないこともある

一初期の粟粒TB，気管 ・気管支結核

CTが重要となる

2004.2 

/{i 
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｜平成 16年2月度月例会i

日時：平成 16年 2月24日 （火） 19 : 00～ 

ゆ所 ：光商工会館

I .学術講演会

特別講演

rE B Mに基づいた粧品と州合併予防戦略J

講師周南市立新南脇市民病院

副院長松谷朗先生

II.月例会

1）光市医師会次期役只について

(fμf村次期会長）

2）参議院選挙対策本部の設問

（兼清医政担当）

ビデオ「挑む医師 西品英利J

3）その他

一ム玄一
一演
一

一講
一

一術
一

一学一

日時 ：平成 16年 2月24日 （火） 19 : 00～ 

場所 ：光商工会館

＜特別講演＞

rEBMに基づいた結尿病合併予防戦略J

講師周南市立新南陽市民病院

副院長 松特朗先生

J(J 

結尿病はイ ンスリンの作川不足により起

こる柑々の代謝異常を作う病気である。か

つては分泌不良も含めて、インスリンの作

川不足が主体であり、合併症も網膜症、腎

抗、神経障害とし、う古典的な3大合併症を

布する患者が多かったが、現在ではインス

リン抗抗性を主要な病態とした忠、者が増え、

動脈鋭化が糖尿病の屯叫な合併症となって

きた。即ち、糖尿病という挟忠を単なる糖

代謝異常としてではなく、内臓肥満症候群、

あるいは ~tetabolic Syndromeとしてとら

え、血糖コントロールは勿論、 1:'fi脂血症、

I〔3’

してし、かなくてはならない。

そのためには、動脈叫化を存観的に評価

しながら、適切な介入を行ってし、く必要が

ある。

1 ）脂質と糖質の関係

特質が中性脂肪の原料となること、遊離

脂肪酸の増加はインスリンJ抵抗性を惹起す

ることなど、両者は干密接な｜刻係があること

を理解しておく必要がある（点 1）。

2) EB¥! (Evidence-based .¥fodicine）に基

づし、た診療

El3¥tという言葉がもてはやされるように

なってきたが、EB¥1が万能なわけで、はなく 、

平均値で、しかものを見ていない等、保々な

欠点がある。大切なことは EB¥・Iの実践の中

で、過去のエピデンスのお偽と怠哀を検証

することにより 、新たなエピデンスを作っ

ていくことであるロ

3) l!PS (Heart Protect ion Study) 

故近行われた脂質問述のメガトライアル

のlいで HPSは極めてイヲ月！な↑11i報を提供し
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てくれた これは cardio¥・asculardisease 

(C¥'D）あるいは結尿病を有する被検者のコ

レステロールを薬剤で低下させ、 cm発症

に対する3拘束－を調べたものである。結論は、

コレステロール低下は糠尿病の有無、開始

時のコレステロールレベル、年齢、性別に

品切関係なく 、CVD発症率、また死亡率を

も低ドさせるという極めてインパクトのあ

るものであった（表2）。

糖尿病忠＃の治班目標値

これまでの郁々のメガトライアノレや各学

（ 会の治療指針を参考にして、私の提案する

糖と脂質の数値目標値は表3に示すとおり

である 動脈の触診、頚動脈エコー、 Pl¥'V

計測などを行い、動脈硬化を評価しながら、

経過を凡て行かなくてはならない。勿論、

この数値目標をすべての糖尿病患者に対し

て・律に適川するのではなく、年齢、身体

状況、思者背；；tを考慮して、最適な治療を

選択する姿勢が必要であることは言うまで

もない。メガトライアノレからは有用な情報

が得られるが、その活用は、あくまでも個

別的でなくてはならない。

！動脈硬化は糖尿病予備軍から糖尿病に移

行したあとで始まるわけで、はなく、予備軍

の段階で進行が開始している。結尿病患者

は1997{Fから 2002年の 5年間で5

0万人、予備軍は20 0 JJ人増加したこと

がl'l生労働省より報告された。このことか

ら、より早期の介入がますます重要となっ

てきているとJえよう。

2004.2 

表 1 脂質と均質の関係

l. ［.~！性脂肪の成分、グリセローノレと脂肪酸

は糖質から合成される

2.遊離脂肪酸の噌加はインスリン抵抗性を

招く

3.糖尿病状態では、レムナント、 small

dense I.DI.、般化 LDI，、結化 LDL等

所謂 atherogenicな脂質が増加する

4.脂肪細胞から保々なサイトカインが産生

され、代謝に影轡している

表2 HPSの結果 （血管病発症率の比較）

スタチン群 ｛為薬群減少率

( 10269) (10267) 

〈心筋便事〉

糠尿病 279 (9. ・1覧） 377 (12. 6%) 0. 73 

非糠尿病 619 (8. 5%) 835 (11. 5九） 0. 73 

く脳卒中〉

糖尿病 149 (5. 0九） 193 (6.5免） 0. 76 

非糖尿病 295 (4.0%) 392 (5. 4%) 0. 74 

く血行再建〉

糖尿病 260 (8. 7%) 309 (10.4免） 0. 83 

非糖尿病 679 (9. 3話） 896 (12. 3拡） 0. 74 

総数 2033 (19. 8%) 2585 (25. 2免） 0. 76 
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悦医歯会ゴルフコンペ成樹

11a.1：平成 16年 2月221-J CR) 

場所：下関ゴルフクラブ

順位 名前

1位 藤村朴

2位 平田万＝志

3位 河崎要助

4位 諏訪高志

5位 守田忠正

6位 光武達夫

7位 森本博士

8位 丸岩昌文

－雨天のためハーフで、中1トー

．持ちハンデ、イ

－同ネット、年齢

グロス

44 

45 

51 

49 

51 

51 

50 

74 

－あとがき ・

2004.2 

ハンディ ネット
一

6 38 

7 38 

10 41 

7. 5 41. 5 

7.5 43.5 

7.5 45 

3. 5 46.5 

18 58 

光冠梅闘には年間 21h人も訪れる人があり、今で、は海水浴客よりも人出が多い。夜はライ

トアップされこれも約出です。（文責兼活）

先行 所光 市 匹ー 白rli 之Zミ』

TEL (0833) 72 2234 

先行名前 田 H 

編 集 者 会 報 委 ll ノ:z:;』' 

印刷所光市光井－Tll15需 20号

中 村 印 刷 株 式 会 社


